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新しきアジア経済の
潮流を見据えて

I 好調な台湾、 韓国

上野 最近の大幅なドル安円高に合わせて、 アジ

アNICs (Newly Industrializing Countries : 幸庁

輿工業国家） の通貨も円に対して 4割くらい安く

なって競争力も一層強くなりましたね。 先進諸国

の停滞？と比べてその活躍が目立っているんですが、

台湾、 韓国、 香港、 シンガポールのアジアNICs 

現況からお話を進めてまいりたいと思います。

中嶋 ご指摘のとおり、 最近アジアNICsを一口

で論ずることができなくなりつつありますね。 そ

こでまず、 台湾についてお話したいんです。 国際

政治の上では孤立しているせいか、 意外と知られ

ていないんですが、 台湾経済のパフォーマンスは

非常にL、L、んですね。 主な指標を申しますと、 一

人 当たりのGNPが昨年暮れ（ 1985 年）に3,000ド ー

ノレを超えました。 しかも、 アメリカから台湾元の

切上げ要請がありまして若干切り上げましたから、
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実質的に は4, 000ドルぐらいではないかと思L、ま

す。 同時に貿易が活況を呈していまして、 昨 年度

( 1985 年）の貿易総額が5 10億ドル前後、 今年（ 1986

年） は600億ドノレ前後と見られています。 しかも

貿易黒字で、 外貨準備がすごくL、いんですね。 現

時点で370～39 0億ドノレで今年中に400億ドルにな

るだろうと忠われます。 これは日本にもちょっ と

で届〈数字ですね。 世界の外貨準備高順位は、 第

1位が西独、 2位がアメリカ、 3位が日本で、 4

位が台湾なんですが、 まもなく日本を超えて第3

位になりそうな勢いです。 そこまで成長してるん

ですね。 台湾の場－合、 対米貿易がすごくよくて、

昨 年は(1985年） 130億ドルの黒字なんです。 輸

出品目もバナナ ・砂糖の時代、 繊維、 おもちゃ、

雑貨中心の時代はもう過去のことで、 現在は マ イ

クロエレクトロニクス製品、 半導体、 それにバイ

オ製品が中心となってきています。 こうなります

と、 アメリカでの日本企業との競争も激しくなり
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ますね。 それから対殴貿易も極めて良好で倍噌し

ています。 この 、、台湾の奇跡砂 については色々な

意味で注目してるんです。 ご存じのように、 台前

は国連やGATT、 IMFからはずされて国際機構

は孤立した状態なんですが、 経済交流は非常にう

まくいっている。 つまり、 国交を結んで‘いる国は、

韓国やサウジアラビア、 その他南米の小国の20数

ヵ国t：：けなんですが、 民間て、の経済関係国lま1 20ヵ

国前後と実に多いんですね。 ということは、 今 日

の国際社会というものが、 その相互依存の網の目

の中で公的な国際機構から除外されでも生き延び

れるという注目すべき変化が生じているこtを物

語っているんです。 台湾は、 いわば民間の時代、

民活の時代の国際版の代表例なんですね。 歴史的

に見ても、 台湾は産業構造の転換をうまく図って

きており民業団から現在はもはや工業国なんです。

上野 そうですね。 日本の報道でも日本企業の台

湾進出といった情報は結構ありますが、 台湾経済

そのものについての情報は少ないために、 そうし

た事情はあまり知られていないですね。

中嶋 そういうことですね。 台湾の今年(19 86年）

の経済成長率は 9 ～1 0%と、 他の国々と比較して

特殊tいえる成功を納めているんですが、 一方韓

国についてもその経済成長率はほぼ同じ程度にな

るt思われます。 対米貿易も盛んで、 今年（1986

年） の黒字幅は60～7 0億ドルt予想されています。

まっ、 全般的に好調なんですね。 その代表的な例

に話題の韓国事「ポニー」があるんですが、 カナ

ダばかりじゃなくてアメリカにも10万台ぐらい売

れています。 故防が少なく安い価格ということで。

その他韓国では造船、 鉄鉱、 海運といった産業の

成長が著しく、 いわば日本の不況産業の肩代わり

をしている形になっているんですが、 しかしあま

りに成長 が激しかっただけに対外債務も4 00数十

億 ドルに達しているんですね。 これはある程の、借

金経済。 なんですが、 ごの点が台湾経済t違う点
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ですね。 斡国の場合、 政治問題の他に 「日本に追

いつき、 追いこせ」という ＊克 日思想。 が強すぎ

る符（Infカfあります。 しかも、 アメリカにまで．自到J

IIIを売っているんですが、 囲内の一般市民のほと

んどはまだ自動車を買うことはできないんです。

そうしたアンバランスを抱えていますね、 韓国は。

ただし、 円高でドノレにリンクしたウォンは安くな

りましたし、 国際金利も低〈芥IIえられ、 また石油

価格も低いい、う れ3 安伊 は韓国の借金経済に有

利に働くことは間違いないで．すから、 このまま経

済成長を続けるtするならば、 ソウルオリンピッ

クを経て1990年代には外債もなくなるのではない

かと思います。 韓国の一人当たりのGNP は、 現

在で2,500ドル近くになってますから、 経済成長

のための基礎固めはもうてきたtいう段階だと思

います。

上野 なるほど。 今後の成長が見込める水準に達

したという ことですね。

I 停滞の香港 シンルル ｜ 
中嶋 そういうことです。 それから香港・ シンガ

ポールなんですが、 アジアNICsの中で台湾・韓

国とこの両国の問には今後かなりギャップが出て

くると思います。 とL、いますのは、 一人当たりの

GNP は台湾・総固と比べますと この両国は非常

に日くて、 いずれも6, 000ドルをもう超えていま

す。 ちなみに日本の場合現在で10,000ドルを超え

ているんですが、 その差というものは国民の生活

レベルて考ーえてみますし ほとんどないんですね。

上野 日本の場合、 物価が高いですからね。

中嶋 そうですね。 現地のサラリーマンと按しま

すし 先進国とほとんE同じ生活水準tいう感じ

ですからね。 こうした点が実はその将米において

オ、ックになると考えられるんです。 香港について

はまず、 1 997年問題がありますね。 イギリスから

中国に返還されるというものです。
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上野 後11年ですからね。

中嶋 ですから、 その頃の中国がどうなっている

かで香港経済は大きく変わってくると思うんです。

イギリスと中固との国際公約て＼返還後50年は現

状維持と約束されてますが、 中国の政策はかなり

短期間で変動しますから、 必ずしも保証の限りで

はないんですね。 それに香湾社会は、 大陸から逃

れてきた人たちの集合体なんです。 ですから、 状

況によっては；111）と容易に移動してしまう可能性を

もっているんですね。 また、 シンガポーノレと向島官

に香港は者llili国家て＼人口が多〈 見ても600万人

の社会ですが、 いわば貿易と金融で支えられた社

会なんです。 そのために外部の国際環境をもろに

受けてしまうんです。 シンyゲポーノレの例て‘いえば、

その経済成長が鈍っているのは世界的な景気後退

の影特によるものだし、 主要産業の石油精製も そ

の世界的な乱沼t：低迷てあまりうまく凪つてないで

すからね。 香港も そうした不安を絶えずもってい

ます。 一人当たりのGNPが高いのは、 貿易・金

融が盛んな古I）に人口が少ないためなんです。 です

が、 シンJゲポールも香港も国内市場がまだ小さす

ぎるというIUJ姐があると思います。 いずれにして

も香港の将来は、 中国の将来に大きく依存してい

るわけですが、 中国経済がパラ色に展開するこt

を今 の段附では描けないために、 その将来におい

て大ちな不安を残していると思いますね。

上野 なるほど。

中嶋 それから、 シンガポールについてですが、

現在経済成長率も止まり、 失業率も大幅に噌えて

10%代になりましたね。 それまではシンカ。ポーノレ

も経済がうまく匹！ってきて奇跡的な成長い、われ

たんですが、 ここにきて停滞してますね。 特に賃

金水準がものすごく高くなってきていることがオ、

ックになっているんです。 その将来性においても

いろいろ問題を抱えていますね。

上野 やはり、 シンガポールは人口が少なすまま
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すね。 250））人ぐらいですか、 現時点ては。

中嶋 そうですね。 こうして見てきますと、 1980

年代初めにアジアNICs は 日本を含めて 楠ファイ

ブドラゴ‘ンズグ tか4ヵ国のみの ホフォータイガ

ーズVとかL、われて注目されたわけですが、 ここ

1、 2 年の傾向から、 やはり台j湾、 韓｜司、 そして

日本の 3ヵ闘が21世紀に向かうアジア太平洋時代の

悲引力となり そうですね。 かつて日本は、 1960年

初頭にf＇（易自由化tいう外圧を受けましたが、 そ

れをはねのけて高度成長を続り、 1970年代にはニ

クソンショックや 2 度のオイル危機を乗り越えて

きましたが、 この経験則からしますし 1980 年代

のこの円高も、 日本が21世紀に生き延びていくた

めの試練だと言えましょう。 日本人の様々な創立

工夫によってこの円高の負担をl吸収していくと思

います。 そうしますし 20 世紀末頃にはH木人の

一人 当たりGNPは20,000ドルくやらいになるでし

ょうし、 台湾は10,000～13,000ドルぐらいに、 韓

凶で8,000～10,000ドル、 シンガポーノレ・脊泌が

10,000ドル近くになると思います。 こうなると、

今 のH本だりで世界のGNPの11～12%を占めて

いるわけですが、 これらアジアNICs4ヵ包Jt..：•け

で、 世界のGNPの15-20%を占める展望もよ�.て

くるわりですね。 ですから、 貿易摩擦も日本だけ

シンガポールの港湾風景



の問題じゃなくて、 東アジア諸国全体tアメリカ、

及び欧州諸国tの摩擦ということが問題となって

きますね。

上野 今のi時ー点ては、 日本を除いては韓国と台湾

に対米貿易摩擦が生じていますが。 その貿易摩擦

の中での円高対応策ですが、「前川レポート」の

ような構造改善は時聞がかかり、 今回のような短

かい期間で40%も円高になりますととても間に合

いませんね。 ですから、 有効手段として考えられ

るのは海外生産をして製品を逆輸入するというや

り方です。 日本て‘作っては採算が合わないものは、

近くの韓国や台湾に資本進出して作り、 日本へ逆

輸入しますと製品輸入が増えるんです。 しかもコ

ストが低くなり、 同じ値段で売るならばより利益

がてるわけです。 ですから、 アジアNICsの追い

上げが騒がれていますが、 そう考えるのじゃなく

て、 日本が技術と資本を現地にもっていって、 合

弁て、生産拠点を作り、 そζで出来たものを日本が

買うという形になれば、 共存共栄になるわけです

ね。

中嶋 そうですね。 貿易摩擦の解消策もパイラト

ウラル（bilateral：相互的な） な関係で考えるの

ではなくて、 国際環境全体の中で考える時代にさ

しかかっているんじゃないかと，思いますね。

上野 もう一ついえば、 アジアNICs t日本が対

アメリカ貿易で競争するのではなくて、 今後伸び

ると忠われる産業はアメリカ現地に生産拠点を作

って、 アメリカ人を雇用して需要を開拓すること

が大事ですね。

中嶋 現に多くの企業がそうした動きを示してい

ますね。

上野 そうです。 ですから、 却って急激な円高に

よって「前川レポート」が目指す産業構造の改善

はさらに促進されると思いますね。 なだらかな円
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ソウル市の高層ビル

市ですし 企業経営者はなかなか決心が若かない

んですよ。 やはり、 日本人の労働力を使ってたほ

うが安心だというわけですね。

中嶋 ご指摘のとおりです。 どうも日本人は何で

も自分でやらないと気が済まないとし寸、ますか、

いわば日本株式会社なんですが、 今や こうした態

度や思考方法を転換することが非常に重要なんで

すね。 アジアNICsの中で韓国、 台湾は儒教文化

圏、 漢字文化聞にあるんですが、 高等教育の水準

がとても高いんです。 その両国がなぜ経済的にう

まくいっているかの鍵の一つがここにあると思う

んで、す。 もちろん、 しっかりしたインフラストラ

クチュア（infrastructure ：社会基探） の影響も

あるんですが、 非常に学－習意欲が強くて文官率も

ll tんE七、ロですね。 それにかなりハードな受験

システムがあります。 まあ、 弊害もそれなりにあ

るんでしょうが、 そうしたシステムをくぐって優

秀な人材が出てくるんですね。 しかも、 こうした

体制は知識集約型の産業に非常に適しているんで。

その点は驚くべきことだと思いますね。 一般に地

方に行きますと、 情報伝達度や国際問題への認識

の度合とかについては大きなギャップがありますo

tころが、 韓国tか台湾は地方lこし、つでも同じよ

うな議論がどこでもできますし、 教育水準が高い
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んですね。 つまり、 回全体が知識集約型になって

いて、 同時に学習志向が強いという ことなんです。

この点はもっと強調されてもし、いんじゃないかと

思いますね。

上野 そうですね。 確かに学習意欲が強L、という

ことは、 向上心が強いということで、 常に現状に

満足しないということですね。 ですから、 固とし

ての進歩も著しいものがあるというわけです。

中嶋 アジアには ＂ASEANかという一つの政治・

経済の統合体があるんですが、 来年( 1987年） で

設立20周年を迎えます。 しかし、 こうした束アジ

ア＠、アジアNICsの影響を受けて、 ASEAN諸

国の中の国々に格差が出始めているんですね。 シ

ンカ。ポーノレはいろいろと問題があるとはいえ、 ほ

とんE先進国に向かいつつありますし、 マレーシ

アは第l次産品がちょっと不況ですがかなりのレ

ベルまでいってますね。 それからタイですが、 ま

あ それなりに頑張っているという感じですし、 問

題はインドオ、シア、 フィリピンですね。 インドオ、

シアは最近ノレピアを45%も切り下け．たんですが、

貿易事情は一向に改善されません。 非常に深刻な

問題を抱えてし、ると思います。 フィリピンの場合

も、 先日アキノさんが日本に来ましたが、 政治的

不安がまずついてまわりますね。 こうして見ます

し 儒教文化の影響を受けている国、 シンカ、、ポー

ノレとかマレーシアも約40%は中国人ですから そう

いえますね。 タイなんかも中国文イヒを受けていま

すから、 ASEANでもやはり儒教文 化閣の国々

は安定した成長守遂げていますね。

上野 今のお話で思い出したんですが、 私は個人

的に日本からアジアNICsへの技術移転に興味を

もっているんです。 具体的には、 向 こうから職長

クラスの人物を日本に よんでトレーニングしたり、

また、 現地で生産拠点を立ち上げるときにはこち

らから何十人という技術者が向かうんですが、 ど

この国々にも同じようにしているんです。 ですが、
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やはり韓国、 台湾、 そしてシンカ、、ポーノレといった

アジアNICsの国々のほうが その版収力が強〈、

立ち上がりが早いんですね。 これは先程の 、学習

意欲砂 が受験時以外にも、 常にあるからなんです

ね。 知識欲旺盛な、 ある種の勤勉さをもっている

んですね。

中嶋 ある意味で生涯教育が実践されているわけ

なんですね。

上野 それでは、 各国の21世紀にかけての課題、

及び展望というものについてお話を進めたいと思

います。

中嶋 まず、 台湾ですが、 この国の第1の課題は

溜まった外貨をどう使うかという ことです。 再投

資策ですね。 それに金融が自由化されていないん

ですが、 もし自由化されれば香港・シンカ、ポール

に代わる金融センターになる可能性も秘めていま

す。 それから政治問題をからめての中固との関係

という謀題がありますね。 また、 大分よくなった

とはいえまだ煉っている本省人と外省人との対立

感情の問題もあります。 まっ、 いろいろとあるん

ですが、 しかし、 台湾生まれの人が人口の90%以

上を占めるようになってきてまして、 それをベー

スにしていわば台湾経済のまとまりをより充実さ

せる方向に、 長期的にはいくだろうと見られます。

となれば政治的、 社会的成熟を遂げられるかと思

われます。 既に その兆しがありますね。 台湾から

の一般の人々の旅行者が増えている ことが それで

す。 国を見る指標の一つに、 一般市民の海外旅行

というものがあると思うんで、す。 それができるア

ジアの人々はまだまだ少ないですからね。

よ野 市民レベルでの余絡がないとて、きませんか

らね。

中嶋 そうです。 次に韓国ですが、 当面の政治的

不安がまずありますね。 それが務ち着けば、 外国



からの投資も増えるでしょうし、 それにまた過度

の 明克日思想。、 日本t�· 11に対するナショナリズ

ムの時代を越えていってもらいたいですね。

上野 世界の中の韓国という考え方をしてもらい

たいですね。

中嶋 現に、 世抗lの中での韓国の地位は非常に上

昇ーしてますカ・らね。

上野 日本とか北朝鮮とか、 あまり近くを見すぎ

るんですね。 もっと世界全体ぞ見渡してほしいで

すね。

中犠 それから香港ですが、 中国返還問題におい

ても、 今後の政治システムにおいても、 できるだ

け民立を反映したものにしていかなけないけない

と思うんですね。 香港の繁栄は香港の人たちの成

果なんですから、 そうした民間の意向を汲み取る

政治のシステムが大事ですね。 それからシンカ、、ポ

ールですが、 先進国とほとんど同じぐらいに成長

してますので、 現政権（リー・クアン・ユー） の

後、 どういう安定した政権をつくるかが鍵ですね。

上野 シン3ゲポールについては、 オートメーショ

ン機器や屯子部品の生産など、 完全に技術集約型

産業が根付いていますね。 生産品目や外資なんか

も選んだ上で導入しているのが現状です。 いこか

くアジアNICsの中で一番賃金が高いですからね。

対談．新しきアジア舗の潮流を見保えて ｜ 

中嶋 もうほとんど日本に近づいているわけです

ね。 ですから、 日本入はもっと足元のアジアの国

国の発展を見ないといけませんね。

上野 今 回の円高は、 そういう意味でもL、t、機会

だと思います。 アメリカ・駄州一点張りの考え方

から、 こんな近くにこんなL、L、条例ニの拠点がある

と見直しの気速がありますからね。

中嶋 アメリカの対外貿易で、 欧州、｜への都iをアジ

アへの額が上回ったのは1983年からなんですが、

もう区大州が上回るこt はないんじゃないでしょう

か。 世界第l位の経済大国の最大の取引き先はア

ジアなんです。 アメリカの玄関口は太平洋の西海

岸なんです。

上野 やはり、 アジア太平洋時代なんでしょうか。

中嶋 いまや世界経済の中心は日本やアジアNICs 

を中心とする束アジアに移っているのではないか

と思います。

上野 貿易黒字の推移を見れば、 かつてのイギリ

ス、 そしてアメリカ、 今 度はアジアに移っている

という感じがしますね。

中嶋 これは、 いわば現代文明の大きな琉れだと

もいえますね。

（収録は昭和16 1年11月13日に行われました）
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